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「在留資格認定証明書交付申請書」記入見本                                        

 ・現在日本国外に居住し、在留資格「留学」取得予定で、「在留資格認定証明書」代理申請を本学にのみ依

頼する場合は提出が必要です。 
 ・申請者本人が記入してください。 
 ・記入内容を訂正する場合、修正液は使用せず、二重線で訂正してください。 
 
【申請人用 1】 

9・11 は記入済みです。その他すべての空欄に適宜記入してください。 
青枠の項目は、「○」を使ってどちらかを必ず選択してください。 

  
 

パスポート記載の氏名を英字

（大文字）で記入。 
 

日本への入国予定日を記入。 
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10 

12 

16 

17 

20 

19 

・日本在住の親戚を全員記入。 
・日本在住親戚がいない場合は、「なし」と記入 
 

パスポート申請中の場合は、

「パスポート申請中」と記入。 

現居住地最寄の日本大使館また

は総領事館の所在地を記入（参考

P. 12）。 
例：釜山 

・「有」・「無」どちらかを必ず選択。 
・「有」の場合、退去強制または出

国命令により日本を出国した回

数を記入。 

・「有」・「無」どちらかを必ず選択。 
・「有」の場合、空欄に詳細を記

入。 

・「有」・「無」どちらかを必ず選択。 
・「有」の場合、観光等短期滞在を

含め、日本へ入国した全回数を

正しく記入する。 
・「有」の場合、直近の日本出入国

の年月日を記入する。 
・「有」の場合、パスポートの直近

の日本出入国のスタンプが押さ

れたページのコピーを提出する。 
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5、8 
国・地域を記入。 
例：韓国・金海市、中国・広東省広州市 
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【申請人用 2】 
21・24・25 を除き、その他のすべての空欄に適宜記入してください。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

22 
小学校入学から本学入学までの

修学年数を記入。幼稚園、保育

園等は含まない。 

23 
現在の教育機関在籍状況を選

択。 

26-(1)~(2) 

日本での月額の学費・生活費を

誰がどう支弁するかを記入。 

仕送りを受ける場合で、経費

支弁者が日本国外在住の場

合は必ずここにチェックする。 

月額の海外送金時受け取り

予定額を空欄に記入。 

海外からの送金で仕送りを受

け取る場合は、26(2)「外国か

らの送金」に同額を記入。 

経費支弁者が日本在住の場

合はここにチェックする。 

月額の予定支弁額を空欄に

記入。 

 

26-(3) 
経費支弁者の詳細を記入。 
２ 名 い る場 合 は両 名 を 記

入。 
「①氏名」、「②住所」は英字

または漢字で記入。 

「③職業（勤務先の名称）」に

は、職業と勤務先名の両方を

記入。 

例：会社員 

(○×△ CORPORATION)  



3 

【申請人用 3】 
28・29 を除くすべての空欄に適宜記入してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

友人・知人および友人・知

人の親族は原則経費支弁

者として認めない。 

現時点での卒業後の予定

を選択。 

27 

記入不要 

留学生本人と経費支弁者の

関係。 

26-(4) 

日本の奨学金を受給する場合

は、「その他」を選択。 

26-(5) 
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＜参考：「16．査証申請予定地」に記入する日本国の大使館または総領事館（例）＞ 
※現居住地に最も近い日本大使館または総領事館を記入すること。 

大使館・総領事館 管轄区域 
在大韓民国大使館 大韓民国（在済州及び在釜山の各総領事館の管轄地域を除く。） 
在済州総領事館 済州道 
在釜山総領事館 釜山広域市、蔚山広域市、大邱広域市、慶尚南道、慶尚北道 

在中華人民共和国大使館 
中華人民共和国（在広州、在上海、在重慶、在瀋陽、在青島及び在香港の

各総領事館の管轄地域を除く。） 
在広州総領事館 広東省、海南省、福建省、広西壮族自治区 
在上海総領事館 上海市、江蘇省、浙江省、安徽省、江西省 
在重慶総領事館 重慶市、四川省、貴州省、雲南省 
在瀋陽総領事館 黒龍江省、吉林省、遼寧省 
在青島総領事館 山東省 
在香港総領事館 香港特別行政区政府及びマカオ特別行政区政府の管轄地域 

 
その他の地域は外務省ホームページを参照 

http://www.mofa.go.jp/mofaj/annai/zaigai/st/index.html 


